
実施要領　様式８（第12条関係） 事業所名　　　グループホームおきだて（１階）

２　目標達成計画 作成日：　　　 令和４年１月２５日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 7

身体的な虐待は見受けられないが、何気ない
声掛けが言葉の虐待につながる可能性があ
る。

スピーチロックによる虐待の防止に努める。 ・研修に参加し、その知識を施設内で発表を行
い、職員間で虐待防止の理解を深める。
・職員同士が話し合いできる環境を作る。 １２か月

2 44

以前より排便困難な入居者が増えてきている。 各入居者が各自のリズムで定期的に排便で
きる。

・便秘が身体に及ぼす影響を職員が理解す
る。
・入居者に応じて水分補給等の対応に取り組
む。

６か月

3 38

各入居者の意向や生活リズムに沿うのではな
く、職員側の都合で対応する姿が時々見られ
る。

各入居者の生活リズムに沿った支援を行
う。

・各職員が入居者への聞き取りを行う。
・２４時間シートの見直しを行う。

６か月

4 20

新型コロナウイルスの影響で、馴染みの場所に
行くことが困難になっている。

新型コロナウイルスの流行が落ち着いたら、
各入居者の馴染みの場所に行く支援を行
う。

・受診等で外出した際は、馴染みの場所を通
る。
・家族や知人に手紙や電話を希望した場合は、
できる限り支援する。

１２か月

5 6

身体に対して直接の拘束は行われていない
が、全職員が身体拘束への理解が完全だと言
い難い。

職員が身体拘束の弊害を理解する。 ・新人職員に身体拘束防止の研修に参加して
もらい、得た知識を施設で発表してもらう。全職
員が身体拘束防止の理解を深める。 １２か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

おきだて



実施要領　様式８（第12条関係） 事業所名　　　グループホームおきだて（２階）

２　目標達成計画 作成日：　　　 令和４年１月２４日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 34

急変時や事故発生時、実際にスタッフが対応で
きているか確認できていない。

急変時、事故発生時のシミュレーションを
し、各スタッフが実際にスムーズに対応でき
るようになる。

マニュアルをスタッフに配布し、繰り返し確認で
きるようにする。疑問点・問題点を繰り返しス
タッフ間で話し合う場を作る。 ６か月

2 37

日常生活の中、本人の思いや希望を聞いたり、
自己決定できるような状況を作り、促すことがで
きていない時がある。

積極的に入居者とコミュニケーションを図り、
物事を決定する際等に選択肢を与え、本人
の意思を尊重できるようにする。

日常的な会話の中からも本人の意思を汲み
取ったり、物事を決める際でも一方的に決定す
るのではなく、意見を聞いたり、選択肢をこちら
から提案することを増やすようにする。

６か月

3 39

身だしなみについては整容で行われているが、
おしゃれの支援がなされていない。

着衣する服について、自身で選択できる機
会を作り、おしゃれへの関心を引き出す支援
をしていく。

衣服を選ぶことができる入居者については、入
浴後に着用する衣服を選んでいただく。

３か月

4 48

家事の手伝いを促しているが、一部の入居者
に限定して頼んでしまっている。

入居者一人ひとりの力に合わせた作業をし
ていただく。

日常生活の様子を見て、個々の能力に応じて
作業を声掛けし、行っていただく。

３か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

おきだて


